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　過疎だけどにぎやかな町。斬新なチャレンジを歓迎し、応援する寛容さにあふれ、様々な人がこぞって
集う、活気ある町。
　新しい時代の中でも決して埋もれることなく、小さいながらもキラリと光る存在でありたい。
　新しいまちづくりの合言葉、「にぎやかそ」にはそんな思いが込められています。
　みんなが笑顔で夢を語れる町を目指して取り組む、美波町の地方創生を紹介します。

　11月10日に行われたサイクリングイベント「四国の右下ロードライド2019」。今年も美波町の
サテライトオフィス企業、株式会社イーツリーズ・ジャパンが開発した位置情報確認システム「みな
みえる」が採用され、円滑な大会運営に貢献しました。
　センサーと通信で位置情報を発信する小さなタグを選手のゼッケンにつけ、競技コース上のポイン
トごとに設置した受信機を通して記録を計測していくシステムは、冬の千羽海崖トレイルランなど県
内イベントのみならず、全国各地のスポーツイベントでも採用が進んでいます。
　今回は、選手の位置情報を確認、競技タイムを計測する従来のシステムに運営スタッフの位置情報
を確認するための新たな機能も追加。運営本部のモニターで競技が行われる地域全体、広範囲に配置
されたスタッフの動きを把握できるシステムです。今回初めて使用されたこのスタッフ用タグは、大
会本部に居ながらコース上を巡回するスタッフの位置情報が把握でき、救護など緊急を要する連絡が
あった場合にも、より迅速、かつ的確な対応が可能となります。
　マラソンや自転車競技、トライアスロンなど、地方でのスポーツイベントの人気はますます高まる
中で、人口減少や高齢化などの影響で運営のための人員が集められず、開催を断念する地域も多くな
ってきています。
　自らもトライアスロンを趣味とする同社船田悟史代表だからこその視点で取り組む先端技術を活用
した地域課題の解決。この町で開発した新しい技術・システムが新しいビジネスとして着実に大きく
育っています。

秋空の下を駆けるロードバイク。支えるのは美波町発の新技術！

美波町の地方創生に関する新聞記事や雑誌が以下の場所でご覧いただけます！
　日和佐地区：日和佐図書・資料館1階
　由 岐 地 区：由岐ふれあいホール（ぽっぽマリン2階）

本部のモニターで運営スタッフの
位置情報を把握。

選手にタグ付きのゼッケンを渡す
イーツリーズ・ジャパン船田代表。


